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推
薦
レ
ポ
ー
ト

坂
本
清
恵
先
生
推
薦

戦
前
の
政
治
家
に
お
け
る
二
字
漢
語
の
頭
高
型
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て

小
　
　
出
　 

　
真
　
　
由
　
　
奈

一　

研
究
目
的

　

専
門
家
が
標
準
的
な
も
の
と
は
異
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
を
用
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
政
治
家
に
つ
い
て
も
頭
高
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
政
治
家
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
わ
れ
て

い
る
。
本
レ
ポ
ー
ト
は
、
政
治
家
の
中
で
も
戦
前
に
焦
点
を
当
て
、
演
説
で
の
ア
ク

セ
ン
ト
に
つ
い
て
調
査
、
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
は
じ
め
に
先
行
研

究
と
そ
こ
か
ら
予
想
さ
れ
る
研
究
結
果
を
示
し
（
第
二
章
）、
続
い
て
研
究
方
法
を

紹
介
す
る
（
第
三
章
）。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
研
究
結
果
を
明
ら
か

に
し
（
第
四
章
）、
最
後
に
考
察
と
ま
と
め
を
行
う
（
第
五
、六
章
）。

二　

先
行
研
究
と
予
想
さ
れ
る
研
究
結
果

　

こ
の
調
査
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
参
考
に
し
た
先
行
研
究
は
、
塩
田
雄
大
氏
に
よ

る
「N

H
K

ア
ク
セ
ン
ト
辞
典 

“
新
辞
典
”
へ
の
大
改
訂
⑥ 

漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の

現
況
～
変
化
の
「
背
景
」
を
探
る
～（

１
）」

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「「
政
治
」
に
か

か
わ
る
人
の
発
す
る
こ
と
ば
に
は
、
一
般
の
人
に
比
べ
て
「
頭
高
型
」
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
」、「
一
般
的
に
は
平
板
型
で
発
音
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
漢
語
が
、
政
治
に
か
か
わ
る
人
か
ら
は
特
に
頭
高
型
で
発
音
さ
れ
る
傾

向
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
が
、
戦
前
に
も
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
記
の
先
行

研
究
か
ら
、
①
「
現
在
と
異
な
る
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
表
れ
る
」、
か
つ
②
「
政
治

家
特
有
の
ア
ク
セ
ン
ト
（
二
字
漢
語
の
頭
高
型
）
も
み
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ

の
当
時
の
辞
書
に
書
か
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
違
う
型
を
示
す
」、
と
い
う
二
つ
を

予
想
と
し
て
立
て
、
こ
れ
に
沿
っ
て
調
査
を
進
め
て
い
く
。

三　

研
究
方
法

　

こ
の
研
究
に
お
い
て
、
次
の
二
つ
の
方
法
を
用
い
る
。
一
つ
目
は
、「
録
音
資
料

に
よ
る
調
査
」
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
歴
史
的
音
源
の
中
か
ら
、
戦
前
ま
で
に
活
躍
し
た
、
出
生
地
（
も
し
く
は

出
身
地
）
が
首
都
圏
の
政
治
家
に
絞
っ
て
音
源
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
。
な
お
、

単
語
は
聞
い
て
気
に
な
っ
た
発
音
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
調
査
し
た
政
治

家
と
し
て
は
、
鳩
山
一
郎
、
尾
崎
行
雄
、
平
沼
騏
一
郎
、
近
衛
文
麿
、
東
條
英
機
の

五
人
で
あ
る
。
な
お
、
第
四
章
に
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
生
年
、
出
生
地
に
つ
い
て

と
、
調
査
し
た
単
語
、
そ
れ
を
抽
出
し
た
音
源
に
関
し
て
記
し
た
。

　

二
つ
目
は
、「
文
献
調
査
」
で
あ
る
。
前
述
の
「
録
音
資
料
に
よ
る
調
査
」
に
お

い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
単
語
に
つ
い
て
、
辞
書
を
利
用
し
て
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
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と
現
在
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
表
記
を
調
べ
る
。
辞
書
は
戦
前
の
も
の
か
ら
最
新
の
も
の

ま
で
合
わ
せ
て
五
冊
調
査
し
た
。
神
保
格
、
常
深
千
里
の
『
国
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト

辞
典
』（
厚
生
閣
、
一
九
三
二
）、
寺
川
喜
四
男
、
日
下
三
好
の
『
標
準
日
本
語
発
音

大
辞
典
』（
大
雅
堂
、
一
九
四
四
）、
日
本
放
送
協
会
編
の
『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞

典
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
五
一
）、N

H
K

放
送
文
化
研
究
所
編
の
『N

H
K

日
本
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
新
辞
典
』（N

H
K

出
版
、
二
〇
一
六
）、
山
田
忠
雄
、
倉

持
保
男
、
上
野
善
道
、
山
田
明
雄
、
井
島
正
博
、
笹
原
宏
之
編
の
『
新
明
解
国
語
辞

典　

第
八
版
』（
三
省
堂
、
二
〇
二
〇
）
で
あ
る
。
な
お
、
第
四
章
か
ら
示
す
研
究

結
果
の
表
に
は
、
各
辞
書
の
出
版
年
の
西
暦
の
み
を
記
し
て
い
る
。

四　

研
究
結
果

　

こ
こ
か
ら
は
、
政
治
家
ご
と
に
研
究
結
果
を
示
し
て
い
く
。
表
中
の
斜
線
の
塗
り

つ
ぶ
し
は
現
在
と
異
な
る
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
無
地
の
塗
り
つ
ぶ
し
は
辞
書
の
ア

ク
セ
ン
ト
と
は
違
う
頭
高
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
録
音
資
料
か
ら
抽
出
し
た
語
彙
は
、
鳩
山
一
郎
が
「
条
約
」、「
主

張
」、「
各
国
」
の
三
単
語
、
尾
崎
行
雄
が
「
国
民
」、「
財
閥
」
の
二
単
語
、
平
沼
騏

一
郎
が
「
政
治
」、「
感
激
」、「
政
策
」、「
団
結
」
の
四
単
語
、
近
衛
文
麿
が
「
理
解
」、

「
協
力
」、「
和
平
」、「
時
局
」、「
解
放
」、「
平
和
」、「
矛
盾
」、「
機
会
」、「
内
閣
」、「
外

国
」、「
転
換
」、「
人
的
」、「
日
夜
」、「
全
力
」、「
比
類
」
の
十
五
単
語
、
東
條
英
機

が
「
協
力
」、「
発
展
」、「
陥
落
」、「
外
交
」、「
歴
史
」、「
自
信
」、「
希
望
」、「
前
進
」、

「
公
言
」、「
貢
献
」、「
崇
高
」、「
当
然
」、「
経
過
」、「
突
破
」
の
十
四
単
語
で
あ
る
。

人
に
よ
っ
て
音
源
長
さ
な
ど
の
量
的
な
差
が
あ
る
た
め
、
調
査
で
き
た
単
語
数
に
も

か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

（
一
）
鳩
山
一
郎
（
生
年
：
一
八
八
三
年
、
出
生
地
：
東
京
都
新
宿
区
）

　

表
一
は
、
鳩
山
一
郎
と
、
調
査
し
た
辞
書
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。

　
「
条
約
」
は
、
頭
高
型
を
示
し
、
最
新
の
辞
書
で

平
板
型
表
記
で
あ
る
が
、
戦
前
の
辞
書
で
は
頭
高

型
と
記
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
ア
ク
セ
ン
ト
で
は

な
く
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
主
張
」
は
、
頭
高
型
を
示
し
て
お
り
、
ど
の
辞

書
も
平
板
型
表
記
で
あ
る
た
め
、
政
治
家
特
有
の

ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
各
国
」
は
、
平
板
型
を
示
し
て
い
た
。
最

新
の
辞
書
で
は
頭
高
型
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

一
九
五
一
年
ま
で
の
辞
書
で
は
平
板
型
も
示
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
も
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
言
え
る
。

【
調
査
音
源
】

・『
軍
縮
問
題
と
国
民
の
覚
悟
（
1
）』（
ビ
ク
タ
ー
、
商
品
番
号53684

、
一
九
三
六

年
一
月
）（「
条
約
」、「
主
張
」）

・『
軍
縮
問
題
と
国
民
の
覚
悟
（
2
）』（
ビ
ク
タ
ー
、
商
品
番
号53684

、
一
九
三
六

年
一
月
）（「
各
国
」）

（
二
）
尾
崎
行
雄
（
生
年
：
一
八
五
八
年
、
出
生
地
：
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

　

次
頁
の
表
二
は
、
尾
崎
行
雄
と
、
調
査
し
た
辞
書
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、「
財
閥
」
に
関
し
て
は
『
国
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』、『
標
準
日
本
語
発

音
大
辞
典
』
で
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
し
て
の
記
載
が
な
か
っ
た
た
め
、
表
は
空
欄
に
な

っ
て
い
る
。

　

尾
崎
行
雄
は
、「
国
民
」
と
「
財
閥
」
の
二
つ
と
も
、
頭
高
型
を
示
し
た
。
ど
ち

ら
も
平
板
型
の
単
語
で
あ
り
、政
治
家
特
有
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表一　鳩山一郎と辞書のアクセント
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【
調
査
音
源
】

・『
演
説
：
普
通
選
挙
に
つ
い
て
（
3
）』（
ニ
ッ
ポ

ノ
ホ
ン
、
商
品
番
号16814

、
一
九
二
八
年
三
月
）

（「
国
民
」）

・『
演
説
：
普
通
選
挙
に
つ
い
て
（
4
）』（
ニ
ッ
ポ

ノ
ホ
ン
、
商
品
番
号16814

、
一
九
二
八
年
三
月
）

（「
財
閥
」）

（
三
）
平
沼
騏
一
郎
（
生
年
：
一
八
六
七
年
、
出
生
地
：
岡
山
県
津
山
市
、

一
八
七
二
年
に
上
京
）

　

表
三
は
、
平
沼
騏
一
郎
と
、
調
査
し
た
辞
書
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。

　

平
沼
騏
一
郎
は
、「
政
治
」、「
感
激
」、「
政
策
」、「
団
結
」
の
四
つ
の
語
で
、
頭

高
型
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
平
板
型
の
語

で
あ
り
、
政
治
家
特
有
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
考

え
ら
れ
る
。

【
調
査
音
源
】

・『
東
亜
新
秩
序
の
建
設
に
集
手
（
4
）』（
コ
ロ
ム

ビ
ア
、商
品
番
号A

K
-69

、一
九
三
九
年
三
月
）（「
政

治
」）

・『
演
説
：
大
命
を
拝
し
て
（
↑
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
戦

前
）、
商
品
番
号A

1016

、
一
九
三
九
年
三
月
）（「
感

激
」）

・『
演
説
：
大
命
を
拝
し
て
（
下
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
戦

前
）、
商
品
番
号A

1016

、
一
九
三
九
年
三
月
）（「
政

策
」、「
団
結
」）

（
四
）
近
衛
文
麿
（
生
年
：
一
八
九
一
年
、
出
生
地
：
東
京
都
千
代
田
区
）

　
　

左
の
表
四
は
、
近
衛
文
麿
と
、
調
査
し
た
辞
書
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、「
和
平
」
に
関
し
て
は
『
国
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』
で
、「
人
的
」
に
関

し
て
は
『
国
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』、『
標
準
日
本
語
発
音
大
辞
典
』
で
ア
ク
セ

ン
ト
の
記
載
が
な
か
っ
た
た
め
、
表
で
は
空
欄
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
矛
盾
」、「
外
国
」、「
転
換
」、「
人
的
」
の
四
つ
は
、
頭
高
型
を
示
し
た
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
平
板
型
の
語
で
あ
り
、
政
治
家
特
有
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
「
協
力
」、「
時
局
」、「
平
和
」、「
全
力
」、「
比
類
」
の
五
つ
は
、
頭
高
型
を
示

し
、
最
新
の
辞
書
で
い
ず
れ
も
平
板
型
表
記
で
あ
る
が
、
戦
前
（
一
部
の
単
語
は

表三　平沼騏一郎と辞書のアクセント

表四　近衛文麿と辞書のアクセント比較

表二　尾崎行雄と辞書のアクセント
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一
九
五
一
年
ま
で
）
の
辞
書
で
は
頭
高
型
と
記
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
ア
ク
セ
ン
ト

で
は
な
く
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
内
閣
」、「
日
夜
」
の
二
つ
は
、
平
板
型
を
示
し
て
い
た
。
最
新
の
辞
書
で
は
頭

高
型
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
前
の
辞
書
で
は
平
板
型
表
記
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
も

古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
言
え
る
。

　
「
理
解
」、「
和
平
」、「
解
放
」、「
機
会
」
の
四
つ
は
、
頭
高
型
で
な
く
、
辞
書
と

も
異
な
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
た
。

【
調
査
音
源
】

・『
時
局
の
新
段
階
に
書
す
る
政
府
の
初
心
（
中
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
、A

K
-54

、

一
九
三
八
年
一
月
）（「
理
解
」、「
協
力
」）

・『
時
局
の
新
段
階
に
書
す
る
政
府
の
初
心
（
下
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
、A

K
-55

、

一
九
三
八
年
一
月
）（「
和
平
」、「
時
局
」）

・『
歓
迎
汪
精
衛
か
っ
か
』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（N

H
K

）、A
K

-178B

、
年
代
の
詳
細
な

記
載
が
な
い
が
、
一
九
四
〇
年
頃
と
推
測
さ
れ
る
）（「
解
放
」）

・『
演
説　

重
大
事
局
に
直
面
し
て
（
1
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
、A

-20060

、
一
九
四
〇

年
九
月
）（「
平
和
」、「
矛
盾
」）

・『
演
説
：
大
命
を
拝
し
て
（
1
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
戦
前
）、A

2004
、
一
九
四
〇

年
九
月
）（「
機
会
」） 

・『
演
説
：
大
命
を
拝
し
て
（
2
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
戦
前
）、A

2004

、
一
九
四
〇

年
九
月
）（「
内
閣
」） 

・『
演
説
：
大
命
を
拝
し
て
（
3
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
戦
前
）、A

2005

、
一
九
四
〇

年
九
月
）（「
外
国
」）

・『
演
説
：
大
命
を
拝
し
て
（
4
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
戦
前
）、A

2005

、
一
九
四
〇

年
九
月
）（「
転
換
」）

・『
演
説
：
新
東
亜
の
建
設
と
国
民
の
覚
悟
（
3
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
戦
前
）、

A
1014

、
一
九
三
八
年
十
二
月
）（「
人
的
」）

・『
演
説
：
時
局
に
書
す
る
国
民
の
覚
悟
（
6
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
（
戦
前
）、

A
10003

、
一
九
三
七
年
十
月
）（「
日
夜
」、「
全
力
」）

・『
講
演　

新
東
亜
の
建
設（
1
）（
昭
和
十
三
年
明
治
説
・
首
相
官
邸
よ
り
中
継
放
送
）』

（
ビ
ク
タ
ー
、Z-111

、
年
代
の
詳
細
な
記
載
が
な
い
が
、
一
九
三
八
年
と
推
測
さ
れ

る
）（「
比
類
」）

（
五
）
東
條
英
機
（
生
年
：
一
八
八
四
年
、
出
生
地
：
東
京
都
千
代
田
区
）

　

左
の
表
五
は
、
東
條
英
機
と
、
調
査
し
た
辞
書
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、「
公
言
」
に
関
し
て
は
『
国
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』、『
標
準
日
本
語
発

表五　東條英機と辞書のアクセント比較
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音
大
辞
典
』、『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』
で
、「
崇
高
」
に
関
し
て
は
『
国
語
発

音
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
記
載
が
な
か
っ
た
た
め
、
表
で
は
空
欄
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
陥
落
」、「
歴
史
」、「
前
進
」、「
公
言
」、「
貢
献
」、「
崇
高
」、「
当
然
」、「
経
過
」

の
八
つ
は
、
頭
高
型
を
示
し
、
辞
書
は
す
べ
て
平
板
型
表
記
で
あ
る
た
め
、
政
治
家

特
有
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
協
力
」、「
突
破
」
の
二
つ
も
、
頭
高
型
を
示
し
、
最
新
の
辞
書
で
も
平
板
型
表

記
で
あ
る
が
、
一
九
五
一
年
ま
で
の
辞
書
に
は
頭
高
型
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
古

い
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
発
展
」、「
外
交
」、「
自
信
」、「
希
望
」
の
四
つ
は
、
辞
書
で
い
ず
れ
も
平
板
型

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
音
声
で
は
頭
高
型
で
は
な
い
異
な
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し

て
い
た
。

【
調
査
音
源
】

・『
国
民
政
府
成
立
に
周
年
記
念　

日
満
は
な
交
換
放
送
に
お
け
る
演
説
（
↑
）』（
コ

ロ
ム
ビ
ア
、A

K
-433

、
一
九
四
二
年
三
月
）（「
協
力
」、「
発
展
」）

・『
国
民
政
府
成
立
に
周
年
記
念　

日
満
は
な
交
換
放
送
に
お
け
る
演
説
（
下
）』（
コ

ロ
ム
ビ
ア
、A

K
-433

、
一
九
四
二
年
三
月
）（「
陥
落
」、「
外
交
」）

・『
大
命
を
拝
し
て
』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
、A

K
-195

、
一
九
四
一
年
十
月
）（「
歴
史
」）

・『
大
東
亜
戦
争
に
集
ま
り
年
記
念
講
演
（
2
）』（
ニ
ッ
チ
ク
、A

K
951

、

一
九
四
三
年
十
二
月
）（「
自
信
」、「
希
望
」、「
前
進
」）

・『
大
東
亜
戦
争
に
集
年
記
念
講
演
（
4
）』（
ニ
ッ
チ
ク
、A

K
952

、
一
九
四
三
年

十
二
月
）（「
公
言
」、「
貢
献
」、「
崇
高
」、「
当
然
」）

・『
大
東
亜
戦
争
完
遂　

国
民
総
力
結
集
大
演
説
界
に
お
け
る
講
演
（
7
）』（
コ
ロ

ム
ビ
ア
、A

K
-457

、
一
九
四
二
年
七
月
）（「
経
過
」）

・『
大
詔
を
拝
し
奉
り
て
（
二
）』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
、A

K
-217

、
一
九
四
一
年
十
二
月
）

（「
突
破
」）五　

考
察

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
①
の
「
現
在
と
異
な
る
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
表
れ
る
」
と
い

う
予
想
の
と
お
り
、戦
前
の
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
現
し
た
。
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

辞
書
で
見
て
み
る
と
戦
前
と
戦
後
で
変
化
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
九
五
一
年
ま
で

は
古
く
、最
新
は
変
わ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
②
の
「
政
治
家
特
有
の
ア
ク
セ
ン
ト
（
二
字
漢
語
の
頭
高
型
）
も
見
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
当
時
の
辞
書
に
書
か
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
違
う
型
を
示

す
」
と
い
う
予
想
も
正
し
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
一
部
表
記
が
な
い
も
の
も
あ

っ
た
が
、
基
本
的
に
ど
の
語
も
、
戦
前
か
ら
現
在
ま
で
辞
書
で
は
一
貫
し
て
平
板
型

で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
頭
高
型
に
発
音
さ
れ
て
い
た
。
先
行
研
究
ど
お
り
の
結

果
が
出
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
一
部
の
語
で
は
、
頭
高
型
に
な
ら
ず
、
辞
書
に
も
記
載
の
な
い
ア
ク
セ
ン

ト
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
外
も
あ
る
が
、
概
ね
三
拍
語
で
は
二
拍
目
に
、

四
拍
語
で
は
三
拍
目
に
出
現
し
て
お
り
、
名
詞
複
合
規
則
の
後
部
一
型
に
あ
た
る
も

の
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
田
中
伊
式
氏
が
、
後
部
要
素
が
三
拍
か
ら
四
拍
の
場
合
に

頭
高
、
平
板
（
ま
た
は
尾
高
）
型
の
語
に
表
れ
る
特
徴
だ
と
指
摘
し
て
い
る（

２
）が

、
今

回
二
拍
以
下
の
単
語
で
も
発
音
さ
れ
て
い
た
。
当
時
は
、
後
部
要
素
の
拍
数
に
関
わ

ら
ず
、
後
部
一
型
が
表
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
全
て
の
単
語

が
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
演
説
の
中
で
言
葉
を
強
調
し
た
い
部
分
で
現
れ
て
い

た
た
め
、
政
治
家
に
よ
る
頭
高
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
似
た
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
。

六　

ま
と
め
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今
回
の
調
査
で
、
戦
前
の
演
説
に
お
け
る
、
政
治
家
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
特
徴
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
古
い
音
源
か
ら
で
も
わ
か
る
ほ
ど
、
は
っ
き
り
と
ア
ク
セ
ン
ト
が

出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
当
時
か
ら
強
調
し
よ
う
と
い
う
意
思
や
、
感
情
の
高
ぶ
り
が
、

そ
の
ま
ま
話
し
方
に
表
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
戦
前
の
時
代
に
政
治
家
ア
ク

セ
ン
ト
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
、

政
治
家
ア
ク
セ
ン
ト
の
始
ま
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
は
、各
政
治
家
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
単
語
を
調
査
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、

今
後
は
録
音
資
料
に
出
て
く
る
全
て
の
二
字
漢
語
を
抜
き
出
し
、
政
治
家
ご
と
に
ど

の
単
語
が
強
調
し
た
い
語
と
し
て
現
れ
る
か
の
比
較
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

近
衛
文
麿
と
東
條
英
機
で
共
通
し
て
「
協
力
」
と
い
う
単
語
が
頭
高
型
で
現
れ
た
よ

う
に
、
複
数
の
政
治
家
で
現
在
と
異
な
る
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
や
、
頭
高
型
が
発
現
す

る
語
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
調
査
を
行
い
た
い
。
さ
ら
に
、

第
五
章
で
述
べ
た
後
部
一
型
の
発
現
に
つ
い
て
、
戦
前
の
複
数
の
政
治
家
で
見
ら
れ

た
も
の
の
現
在
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
特
徴
の
た
め
、
戦
前
以
降
の
政
治
家
で
も

見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
調
査
を
継
続
し
た
い
と
考
え
る
。

【
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文
献
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塩
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